
令和８年度麻薬・覚醒剤・大麻乱用防止運動実施要綱 

 

第１ 名称 

麻薬・覚醒剤・大麻乱用防止運動 

 

第２ 目的 

麻薬、覚醒剤、大麻、危険ドラッグ等（以下「麻薬・覚醒剤・大麻等」と

いう。）の薬物乱用は、乱用者個人の健康上の問題にとどまらず、各種の犯

罪の誘因など公共の福祉に計り知れない危害をもたらすものである。本運動

は、麻薬・覚醒剤・大麻等の薬物乱用による危害を広く国民に周知し、国民

一人一人の認識を高めることにより、麻薬・覚醒剤・大麻等の薬物乱用の根

絶を図ることを目的とする。 

令和７年の大麻事犯の検挙人員は 7,000 人を超え過去最多となり、覚醒剤

事犯検挙者数と並んで高い水準にある。また、大麻事犯の検挙人員全体の７

割以上が 30 歳未満の若年層であるなど、特に若年層における大麻の乱用が

深刻な事態となっている。 

薬物乱用を未然に防止するため、国・都道府県・関係団体が緊密に連携し、

特に青少年を中心に薬物乱用の危険性・有害性を正しく認識させるべく、啓

発対象年齢層に応じて薬物乱用に関する基礎知識、薬物の具体的な危険性・

有害性、薬物乱用への勧誘に対する対応方法などを周知することで、薬物乱

用拡大を防止するための対策を積極的に行うことを徹底する。 

  

第３ 実施期間 

令和８年 10 月１日から同年 11 月 30 日までの間とする。 

ただし、都道府県の実情に応じて実施期間を変更することは差し支えない。 

 

第４ 実施機関等 

主催 厚生労働省、都道府県 

後援 警察庁、こども家庭庁、法務省、最高検察庁、財務省税関、 

文部科学省、海上保安庁 

公益財団法人麻薬・覚せい剤乱用防止センター 

 

第５ 実施事項 

１ 政府における実施事項 

（１）広報機関等による啓発宣伝 

政府広報等を通じた麻薬・覚醒剤・大麻等の薬物乱用による危害につ

いての全国的な広報活動を実施する。 

特に、大麻については、その危険性・有害性について正しい知識を広

く普及できるよう啓発活動をより重点的に行う。 

 



（２）麻薬・覚醒剤・大麻乱用防止運動地区大会の開催 

麻薬・覚醒剤・大麻等の薬物乱用防止の全国的気運の盛り上がりを期

するため、全国６都市において地区大会を開催する。なお、各地区大会

については、会場の決定後、それぞれの会場において、同管理者が掲げ

る方針に従い、地域の実情に応じて、事故防止及び公衆衛生について配

慮したものとする。 

 

（３）薬物乱用防止功労者の表彰 

麻薬行政の推進に関して、顕著な功績のあった者に対して表彰を行う。 

 

（４）薬物乱用に関する啓発資材の作成配布 

麻薬・覚醒剤・大麻等の薬物乱用による危害とこれらの事犯の実態を

周知するため、ポスター、パンフレット等を作成・配布する。 

特に、大麻については、危険な薬物であることを理解してもらえ

るような内容を盛り込む。 

 

２ 都道府県における実施事項 

（１）広報機関等による啓発宣伝 

自己の広報機関を全面的に活用するとともに、取締関係機関、教育関

係機関等と連携を密にし、それぞれの実情に即した広報活動を実施する。 

また、報道機関の協力を求め、本運動の普及徹底を図り、大麻をはじ

め薬物の危険性について理解してもらえるような啓発宣伝を行うもの

とする。 

 

（２）薬物乱用防止指導員、関係団体との連携による啓発活動の徹底 

薬物乱用防止指導員、青少年健全育成団体等との連携のもとに、麻薬

・覚醒剤・大麻等の乱用による危害等について地域における啓発活動を

積極的に行う。また、公益財団法人麻薬・覚せい剤乱用防止センターの

活用についても考慮する。 

また、「薬と健康の週間」等関連のある行事においてもこれらの乱用

防止の啓発に努める。 

 

（３）薬物乱用防止教室における啓発活動 

学校等における薬物乱用防止教室において、効果的な啓発活動が展開

されるよう周知徹底を図る。 

 

（４）相談制度の周知徹底 

保健所の薬物相談窓口事業、精神保健福祉センターの薬物関連問題相

談事業等各都道府県の薬物乱用に関する相談制度を広く普及し、その活

用について周知徹底を図る。 



 

３ 留意事項 

（１）感染症等の観点から、地域等の実情に応じて、各実施事項の中止や

規模縮小等を含め、柔軟に対応することは差し支えない。 

 

（２）啓発資材を作成する場合は、第二百十二回国会における「大麻取締

法及び麻薬及び向精神薬取締法の一部を改正する法律案に対する附

帯決議」を踏まえ、必要以上に薬物使用の恐怖を煽ることなく若年者

の視点を生かしながら、二次予防・三次予防にも配慮した表現等とす

ること。 

 


